
 四日市版コミュニティスクール報告書（令和４年度総括） 
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                    校長 小 林 正 人  

         

 
１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

 
○校長が作成する「学校づくりビジョン」に沿って学校経営及び学校教育活動が適正に行

われているかどうかを定期的に検証し、学校経営及び学校教育活動を充実させる。 
○学校経営及び学校教育活動について、地域からの声や地域の力をより多く反映させ、地

域とともに課題を共有し、課題解決に向けての方向性や方策を検討することで、よりよ

い学校経営を目指す。 
 
２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1）教育活動の実践事例 
運営協議会では、様々な立場の委員が授業風景をはじめとする校内の様子を見て回 

り、廊下や教室の掲示してある生徒作品や清掃の状態等にも意見をいただいた。 
 また、体育祭、キャリア教育講演会、多文化共生教育講演会、文化祭といった様々 
な行事も参観していただき、生徒の様子を小まめに観察して講評や助言をいただいた。 

さらに、コロナ禍の中で行う行事の在り方等についても意見を出し合ったり、本校 
  生徒の強みや弱みについてオープンに話し合うことで、生徒にとっても地域にとって 
  も居心地の良い、「地域とともにある学校づくり」を推進することを確認できた。 

      
 ○様々な学校行事への参観 
   西笹川中学校では、全校生徒のうち４割が外国にルーツを持つ生徒が在籍しており、 

他の学校では学べないような「異文化への理解と共生」を日々実感しながら学習して 
いる。そして、「多文化共生教育」をすべての学校教育活動の柱に取り入れ、お互いの 
違いを大切にした取り組みを進めた。この取り組みは、子どもだけではなく、地域の

方々や保護者にも理解を得るために、本年度は「多文化共生と地域貢献学習講演会」、

「キャリア教育講演会」、「平和講演会」等という多種多様な方面からゲストティーチ

ャーを招聘し、「自分の生き方」や「多様性理解の大切さ」についてお話しをしていた

だきキャリア教育の一環とした。 
 
☆１年生：学校運営協議会委員による多文化共生と地域貢献学習講演会(6/8) 

 
 
 
 



 
（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

今年度もコロナ禍のために、様々な地区行事自体が中止あるいは規模の縮小化で開 
催となった。そのために、地域住民の方々との交流や連携を深めることはできなかっ 
た。しかし、運営委員協議会委員の方には体育祭や文化祭といった行事、及び授業参 
観等で生徒の様子を参観していただいた。 

運営協議会委員の方々には、参観を重ねるごとに「あいさつ・掃除・時間」を大 
切にする子供たちの姿に好評価を得ている。また「学校自己評価」では、子どもたち 
が「学校へ行くのが好きである」という肯定的な評価が８９．９％もあることや「自 
分は、笹川地区が好きだ」という質問内容では、９２．４％もの生徒が肯定的評価を

していることを、大変喜んでいただいた。また、「道徳・人権」の評価項目では、「い

じめは絶対に許さない」という回答の割合が９９．４％もあることから、日頃の多文

化共生教育が功を奏していることを評価していただいた。この子どもたちが将来大人

になった時に、笹川地区が四日市市に「多文化共生推進の街」として発展していきた

い、というご意見もいただいた。そして、「引き続き誰もが安心をして登校できる学校

づくりを進めていってほしい」との声をいただき、本年度から力を入れている「教育

相談」の時間を引き続き行うことで、個々の想いに寄り添う取組を継続していきたい。 
 会議も回を重ねるごとに、本校ならではの課題にも理解をいただき、解決に向けて 

  地域や保護者も巻き込んだ方策を今後も引き続き模索していくという共通理解をもつ 
ことができた。 
☆１年生：笹川団地ウォークラリー(6/17) 
 
 
 
 
 
 
 

 ☆全校：多文化共生教育パネルディスカッション(6/18)   
 
    
 
               
                          
                          
  ☆全校：ウクライナ平和講演会（11/12）  
 
 
 
 



３ 今後に向けて 

   地域の様々な組織から運営協議会委員として参加していただいている状況は、学校

経営や学校教育活動の充実だけでなく、子どもたちの地域への参加・参画の仕方の充

実という面でも大いに役立っている。 
   また、この運営協議会を定着化することで、「学校づくりビジョン」の実現が可能に

なるとともに、「地域とともにある学校」という存在で地域と学校との距離が年々縮ま 
っている。 

   外国にルーツを持つ家庭が非常に多い地域であり、学校でも地域でも言葉の問題や

文化の違いをはじめとして様々な課題を抱えている。しかし、地域の「多文化共生サ

ロン」や学習支援の「笹川こども教室」等、地域のサポート機関と連携しながら、外 
国にルーツを持つ方々にも日本人の方々にも住みやすい「多文化共生の街づくり・学

校づくり」は確実に進展している。 
   今後も、さらに深いご意見・ご助言等をいただきながら深い議論をすすめ、地域と

ともにある学校経営と学校教育活動の充実へとつなげていきたいと考えている。 
  
 ☆学校運営協議会・授業参観・行事参観の様子 
 
 
 
  
 
 
 
 
      


